
F i l e  N o. 09

鹿児島県
面　積 9,186 ㎢
人　口 1,517,178人
県の花 ミヤマキリシマ
県の木 カイコウズ，クスノキ
県の鳥 ルリカケス

求める教員像

○心身ともに健やかで，明朗活発な教師
○高い専門性と幅広い教養をもち，謙虚に学び続ける教師
○情熱と使命感にあふれ，教育的愛情をもつ教師
○人間性豊かで的確なコミュニケーション能力をもつ教師

出願期間
公開日　令和６年12月27日（金）　電子申請　４月１日（火）～４月25日（金）17:00
出願書類郵送　４月１日（火）～４月30日（水）〈消印有効〉

試験日程

１次試験
　試験日　６月15日（日）　　合格発表日　７月11日（金）
２次試験
　試験日　８月１日（金）～13日（水）の指定した日　　合格発表日　９月５日（金）

年齢制限 昭和41年４月２日以降に生まれた者

募集教科

［小］　［中］国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語　［高］国語，地歴，公民，数
学，理科，保健体育，音楽，美術，英語，家庭，農業，工業（機械，電気・情報，建築，インテリア），商業，看
護，福祉，情報　［特］（小）（中高）国語，社会（地歴・公民），数学，理科，保健体育，音楽，美術，技術，外
国語（英語），家庭，福祉　［養］　［栄］

特記事項

■特別選考　Ⅰ現職教員　１次を免除。ⅡA正規教職員経験者（３年以上勤務かつ５年以内退職）　１次を免
除。ⅡB正規教職員経験者（３年以上勤務）　１次の教職・一般を免除。ⅢA［英語］小学校・特別支援学校　［小・
特］志願者で，㋐～㋒のいずれかに該当する者は，１次の教職・一般を免除。［特］英語志願者は，２次の英語会話
も免除。㋐［中］又は［高］英語免許状保有者。㋑CEFR B2相当以上の英語力を有する者。㋒英語を使用した海
外大学留学経験等が２年以上の者。ⅢB［英語］中学校・高等学校　［中・高］英語志願者で， CEFR B2相当以
上の英語力を有する者は，１次の専門，２次の英語会話を免除。Ⅳスポーツ・芸術　［中］音楽，美術，保健体育，

［高］芸術，保健体育，［特（中高）］音楽，美術，芸術，保健体育志願者で，それぞれ規定の要件を満たす者は，１
次及び２次の実技を免除。教員免許状を保有していなくても受験可能。Ⅴ大学推薦　［小・中・特］志願者対象。
１次を免除。Ⅵ臨時的任用教員　１次の教職・一般を免除。Ⅶ社会人　［高］情報，家庭，看護，福祉志願者で，
規定の要件を満たす者は，１次の教職・一般，２次の被服実技（家庭）を免除。教員免許状を保有していなくても
受験可能。Ⅷ障害者　１次の教職・一般を免除。受験上の配慮を行う。Ⅸ教職大学院　１次の教職・一般を免除。

新規情報

■地方会場　１次試験に東京・大阪会場あり。■３年生受験　小中特対象。■初任給　基準は大卒
247,600円。この他に，教職調整額，扶養手当，住居手当等が支給される。■初任者研修　１年目の法定
研修に加えて，２年目，３年目と継続して実施。■へき地／離島勤務　ほぼ義務。■懲戒処分指針　策定し，
HPに公開。代表的な事例を選び，標準的な処分量定を掲げている。■部活指導地域移行　2023年度から
公立中学校の休日における運動部を優先して，段階的に進めている。

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 7,527 2,887 453

不登校（人） 1,621 3,031 1,101

2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 1,639 1,509 1,407 1,229 1,107
採用予定者数 470 495 564 590 543

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数

▼︎�受験者数等推移
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2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　〈教職教養〉のうち，学習指導要領では，「小学校

学習指導要領解説 総則編」から「第1章 総説」に関

する問題が出題された。また，総合的な学習の時間

から探究的な学習の過程の理解を問う問題も出題さ

れている。

　教育原理（特別支援教育，人権教育等）のうち，

特別支援教育では，「小学校等における医療的ケア実

施支援資料」（2021年）に関する問題が出題された。

また，特別支援教育支援員の具体的な職務内容を問

う問題も出題されている。人権教育では，「人権教育

の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］」

（2008年）から人権感覚を身につけるために重要な

ことに関する問題がみられた。

　生徒指導では，「生徒指導提要」（2022年）の第3

章「3.6.2 懲戒と体罰，不適切な指導」から「不適切

な指導と考えられ得る例」に関する問題がみられた。

　教育時事では，「『令和の日本型学校教育』の構築

を目指して（答申）」（2021年）から「5．増加する

外国人児童生徒等への教育の在り方について」に関

する問題等がみられた。また，ご当地問題は必出で

あり，今年度は「鹿児島県教育振興基本計画」（2024

年）から「第4章 今後5年間に取り組む施策」の理解

を問う問題が出題された。

　教育法規では教育基本法やいじめ防止対策推進法

が頻出であり，今年度はそれぞれ第9条，第3条が出題

された。また，こども基本法や教育職員等による児童

生徒性暴力等の防止等に関する法律も出題されている。

　教育心理では，ブルームの提唱した教育評価の類

型を問う問題がみられた。

　教育史では，西洋教育史からブルーナー，ペスタ

ロッチ，デューイに関する問題が出題された。

　〈一般教養〉のうち，人文科学では例年，国語（現

代文読解）と英語（会話文）から出題されており，

今年度も同じような出題となった。社会科学では時

事を除く領域から幅広く出題されており，今年度も

この傾向は維持されていた。自然科学では例年，数

学（式の計算等）と理科全般から幅広く出題されて

おり，今年度も同様の傾向となった。

▶教育時事で必出のご当地問題
▶教育法規は教育基本法といじめ防止対策推進法
▶人文科学は国語（現代文読解）と英語（会話文）

＊「地域」には「教育時事」も含まれる。
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